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者
か
ら
は
九
名
の
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。　
　
〈
弘
田
和
幸
〉

　

退
職
者
の
会
へ
の
加
入
を
呼

び
か
け
る
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親

会
」
を
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
の
主

催
で
、
一
月
二
十
六
日
十
時
四

十
分
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
中
局
Ａ
棟
四

階
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
の
た
め

退
職
予
定
者
の
皆
さ
ん
以
外
は

極
力
人
数
を
絞
り
、
今
回
は
会

議
後
の
懇
親
会
も
取
り
や
め
て

行
い
ま
し
た
。

　

会
は
、
山
岡
グ
ル
連
会
長
・

國
弘
退
職
者
の
会
会
長
よ
り
、

永
年
の
会
社
生
活
へ
の
慰
労
と

退
職
後
も
元
気
で
活
躍
さ
れ
ん

こ
と
、
退
職
者
の
会
へ
の
加
入

呼
び
か
け
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。
続
い
て
、
弘
田
退
職

者
の
会
事
務
局
長
よ
り
退
職
者

の
会
の
歴
史
や
活
動
内
容
等
々

に
つ
い
て
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
三
浦
電
通
共
済
四
国

推
進
部
長
よ
り
電
通
共
済
の
契

約
継
続
要
請
な
ど
に
続
き
、
四

国
労
金
か
ら
年
金
受
取
口
座
指

定
に
よ
る
金
利
優
遇
の
説
明
等

が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
各

種
申
請
書
等
の
記
入
方
法
・
手

続
き
の
説
明
を
し
て
無
事
終
了

し
ま
し
た
。
な
お
、
退
職
予
定

石
巻
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

の
ガ
イ
ド
案
内
に
よ
り
市
内
を

巡
っ
た
。
石
巻
市
は
石
巻
漁
港

を
擁
す
る
市
中
心
部
の
高
台
を

除
く
ほ
ぼ
全
域
が
津
波
に
襲
わ

れ
た
こ
と
で
、
谷
川
浜
で
の
津

波
高
二
五
・
八
ｍ
、死
亡
者
数
三
，

三
二
九
人
、
行
方
不
明
者
四
二

〇
人
、
避
難
者
数
五
〇
，七
五
八

人
、
建
物
全
壊
二
二
，三
五
七
棟

と
東
日
本
大
震
災
で
最
大
の
被

害
を
受
け
た
。
石
巻
市
を
一
望

で
き
る
、
日
和
山
公
園
か
ら
震

災
前
の
市
の
眺
望
写
真
と
現
在

の
景
色
を
見
比
べ
、
復
興
住
宅

や
七
ｍ
の
防
波
堤
は
整
備
さ
れ

て
は
い
る
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ

復
興
に
は
程
遠
い
と
感
じ
た
。

　

大
津
波
に
の
み
込
ま
れ
、
児

童
一
〇
八
人
の
う
ち
八
十
四
人
、

教
職
員
は
十
三
人
の
う
ち
十
人

が
行
方
不
明
と
な
っ
た
石
巻
市

大
川
小
学
校
跡
で
は
、
震
災
遺

構
と
し
て
保
存
す
る
工
事
が
行

わ
れ
て
お
り
、
近
よ
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
が
、
地
震
発
生

か
ら
津
波
到
達
ま
で
五
十
一
分

と
あ
り
な
が
ら
、
裏
山
へ
の
避

難
が
出
来
な
か
っ
た
事
が
悔
や

ブ
ロ
ッ
ク
支
部
（
仙
台
市
）
を

訪
問
し
、
震
災
当
時
の
経
験
と

こ
れ
か
ら
の
課
題
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。

　

全
員
の
安
否
確
認
に
相
当
な

日
数
を
費
や
し
た
事
や
、
支
援

物
資
を
大
量
に
受
け
入
れ
た
が
、

誰
に
（
ど
の
世
帯
に
）、
ど
の
よ

う
に
配
分
し
た
ら
い
い
の
か
、

ま
た
、
古
着
や
消
費
期
限
が
切

れ
た
も
の
な
ど
も
届
け
ら
れ
仕

訳
に
苦
心
し
た
話
な
ど
を
聞
き
、

私
た
ち
が
直
面
し
た
時
に
ど
う

対
応
す
れ
ば
い
い
か
考
え
さ
せ

ら
れ
た
。

　

午
後
は
、
石
巻
市
に
移
動
し

　

二
〇
二
〇
年
十
一
月
六
日（
金
）

か
ら
十
一
月
八
日
（
日
）
に
か
け
、

情
報
労
連
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
主

催
の
「
東
北
震
災
学
習
会
」
に
参

加
し
ま
し
た
。
伊
丹
空
港
か
ら
仙

台
空
港
へ
の
着
陸
は
、
海
の
上
か

ら
で
高
知
空
港
と
似
て
い
る
な
と

感
じ
、
震
災
時
の
津
波
に
襲
わ
れ

て
い
る
仙
台
空
港
の
映
像
が
ア
タ

マ
を
よ
ぎ
っ
た
。

　

レ
ン
タ
カ
ー
で
、
仙
台
市
荒
浜

小
学
校
へ
。
荒
浜
小
学
校
は
、
海

岸
か
ら
約
七
〇
〇
ｍ
内
陸
に
位
置

し
震
災
時
、
地
域
の
指
定
避
難
所

で
あ
り
、
津
波
が
二
階
ま
で
押
し

寄
せ
た
が
、
児
童
や
教
職
員
、
地

域
住
民
等
三
二
〇
人
が
屋
上
に
避

難
し
、
全
員
が
救
出
さ
れ
た
。

現
在
は
津
波
に
よ
る
犠
牲
者
を

再
び
出
さ
な
い
た
め
、
そ
の
校

舎
を
震
災
遺
構
と
し
て
公
開
し
、

津
波
の
脅
威
や
教
訓
を
後
世
に

伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

荒
浜
小
学
校
視
察
の
後
、
海

沿
い
の
慰
霊
碑
に
献
花
し
近
く

の
震
災
遺
構
で
あ
る
荒
浜
地
区

住
宅
基
礎
跡
地
を
視
察
し
た
。

保
存
さ
れ
て
い
る
の
は
同
地
区

の
中
で
最
も
海
辺
に
近
い
区
画

に
あ
る
六
世
帯
で
、
ひ
び
割
れ

た
壁
や
浮
き
上
が
っ
た
土
台
、

最
大
一
三
・
七
ｍ
の
津
波
で
え

ぐ
ら
れ
た
地
面
な
ど
が
手
を
加

え
ら
れ
ず
残
っ
て
お
り
、
案
内

板
に
震
災
前
の
家
の
間
取
り
な

ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

荒
浜
地
区
は
震
災
前
、
約
八

〇
〇
世
帯
二
，二
〇
〇
人
が
暮
ら

し
て
い
た
。
集
落
を
襲
っ
た
津

波
は
高
さ
十
三
メ
ー
ト
ル
超
。

荒
浜
小
学
校
に
避
難
し
助
か
っ

た
人
も
い
た
が
、
地
区
で
は
一

九
〇
人
以
上
の
犠
牲
者
が
出
た
。

　

仙
台
市
は
荒
浜
地
区
の
う
ち

南
北
に
走
る
県
道
一
〇
号
の
東

側
エ
リ
ア
を
「
災
害
危
険
区
域
」

に
指
定
し
、
居
住
を
制
限
し
住

民
は
内
陸
部
に
移
っ
た
。

　

二
日
目
は
、
情
報
労
連
東
北

ま
れ
ま
す
。

　

南
三
陸
町
に
移
動
し
ホ
テ
ル

観
洋
に
宿
泊
。
ホ
テ
ル
観
洋
は

震
災
時
、
津
波
に
よ
り
浸
水
し

た
部
分
も
あ
っ
た
が
、
指
定
の

避
難
所
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

震
災
直
後
よ
り
被
災
し
た
住
民

の
受
け
入
れ
な
ど
を
精
力
的
に

行
な
っ
た
。

　

三
日
目
は
、
住
民
に
最
後
ま

で
避
難
の
呼
び
か
け
を
続
け
た

南
三
陸
防
災
庁
舎
跡
（
骨
組
み

の
み
残
っ
て
い
る
）、
震
災
当
時

老
人
ク
ラ
ブ
の
発
表
会
を
し
て

い
た
が
、
施
設
の
方
が
四
階
の

屋
上
に
避
難
を
さ
せ
て
三
三
〇

人
の
命
を
救
っ
た
高
野
会
館
を

見
学
し
、
震
災
学
習
を
締
め
く

く
っ
た
。

　

人
が
何
年
、
何
十
年
と
か
け

て
作
り
上
げ
て
き
た
も
の
が
、

大
地
震
と
大
津
波
に
よ
り
一
日

で
瓦
礫
と
な
り
、
多
く
の
人
の

命
を
奪
っ
た
。
十
年
た
っ
た
今

も
、
復
興
に
は
程
遠
い
。

　

私
た
ち
も
い
つ
、
ど
の
よ
う
な

災
害
に
見
舞
わ
れ
る
か
分
か
ら
な

い
。
改
め
て
、「
備
え
」
の
重
要

性
を
痛
感
し
た
。　  〈
山
岡
千
佳
〉

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
高
知
県
グ
ル
ー
プ
連
絡
会　

会
長
）

【写真は、5年前（2016年2月）の模様です。】

東
北
震
災
か
ら
10
年

ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会
を
開
催

ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会
を
開
催

ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会
を
開
催

ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会
を
開
催

復
興
遠
く
、
備
え
の
大
切
さ
痛
感

復
興
遠
く
、
備
え
の
大
切
さ
痛
感
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　乳母日傘（おんばひがさ）で何不自由なく育ち、長じては親の跡目を継ぎ易々と上級国民となったア
ベやアソウを筆頭とする世襲議員たちの、世情にも政策にも疎い言動と行動の数々に辟易していたもの
は自分一人ではあるまい。であるが故に、かつて世襲批判を掲げた菅総理の誕生には前途に一筋の光明
を見るような気持ちを覚えたが、それは世間知らずの叶わぬ夢で早くも無残に打ちひしがれた。
　そればかりか、五輪・パラリンピックを巡るドタバタ劇、総理の息子をキーワードとした総務官僚の
不祥事…挙げれば限がない。また、コロナ対応に於いても、天下の愚策アベノマスクを先頭にこれもド
タバタの連続。政府の当事者能力の欠如はここに極まるの感である。
　日本の明日には少子高齢化をはじめ多くの難題が待ち受けているが今の政府では不安が募るのみであ
る。野党の奮闘を切に願う。
　それはさておき、コロナや大規模自然災害から見えてきた事がある。それは、『銭金』オンリーの人
間の行動が人類自体の存続の危機を迎えるということ。その防止のため何かを始めないといけない。国
連の SDGs（持続可能な開発目標）は、その何か足りうるし、世界が力を合わせられる目標である。先
ず隗より始めよである。

＜事務局長　弘田　和幸＞

喜 哀怒 楽 第47回 政府にはあきれる

　

退
職
前
二
・
三
年
、
飲
み
代
稼

ぎ
に
始
め
た
陶
芸
も
二
十
年
位
過

ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
中
央
・
地

方
の
美
術
展
に
出
品
し
て
い
ま
し

た
が
、
昨
年
四
月
、
日
展
「
会
友
」

に
承
認
さ
れ
一
区
切
り
が
つ
き
ま

し
た
。
今
後
は
無
理
を
せ
ず
、
の

ん
び
り
と
好
き
な
小
品
雑
貨
を
作

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
〈
三
本　

健
助
〉（
高
知
市
）

・
趣
味
に
対
し
て
、
い
つ
も
理

解
し
て
く
れ
た
亡
夫
に
感
謝

・
趣
味
の
材
料
調
達
に
協
力
し

て
く
れ
る
娘
と
孫
に
感
謝

・
布
を
提
供
し
て
く
れ
た
友
人
・

知
人
に
感
謝

　

百
六
十
枚
の
モ
ン
ペ
に
、
感
謝
を

込
め
て
一
針
一
針
運
び
ま
し
た
。

〈
大
石　

純
子
〉（
高
知
市
）

　

県
展
。
私
に
と
っ
て
は
、
ま
だ

ま
だ
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
場
所
で
す
。

古（
い
に
し
え
）の
詠
み
人
に
思
い

を
馳
せ
つ
つ
、
三
十
一
文
字
を
楽

し
み
な
が
ら
、
こ
つ
こ
つ
と
励
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
〈
山
本　

宣
子
〉（
室
戸
市
）

　

写
真
は
第
七
十
一
回
県
展
で
褒

状
を
頂
い
た「
山
里
の
虫
送
り
火
」

で
す
。
梼
原
町
で
送
り
火
の
行
列

が
カ
ー
ブ
を
通
っ
て
い
る
模
様
を

ス
ロ
ー
で
切
り
取
っ
た
写
真
で
す
。

私
は
全
国
公
募
の
二
科
、
光
展
や

所
属
写
真
連
盟
の
各
種
コ
ン
テ
ス

ト
等
へ
も
出
品
し
て
い
ま
す
が
、

県
展
は
外
せ
な
い
存
在
で
す
。

　
　
〈
田
中　

一
郎
〉（
佐
川
町
）

（
全
日
本
写
真
連
盟
高
知
県
本
部
委
員
長
）

　

一
九
八
八
年
初
入
選「
ガ
ク
ア
ジ

サ
イ
」以
来
、
落
選
・
入
選
を
経
て

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
一

四
年
に
ぼ
た
ん
の
花「
朝
霧
」で
特

選
を
頂
き
ま
し
た
が
、
も
う
一
度

は
取
り
た
い
も
の
と
、
喜
寿
を
過

ぎ
て
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

〈
國
弘　

昭
〉（
高
知
市
）

県
展
で
入
賞

日
展「
会
友
」を 

　

　
　
　一区
切
り
に

詠
み
人
に

　
　  

思
い
を
馳
せ

感
　
謝

　

第
七
十
四
回
県
展
は
、
昨
年

十
月
、高
知
県
立
美
術
館（
洋
画
・

日
本
画
・
先
端
美
術
）
と
高
知

市
か
る
ぽ
ー
と
（
彫
刻
・
工
芸
・

書
道
・
写
真
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
）
で
同
時
開
催
さ
れ

た
。
八
部
門
に
一
，五
四
七
人
、

三
，〇
三
九
点
が
出
品
さ
れ
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
者
の
会
の
会
員
か

ら
も
出
品
が
あ
り
今
回
入
賞
者

の
作
品
と
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

ま
た
今
年
は
、
七
十
五
回
の
節

目
を
記
念
し
て
各
部
門
に
『
特

選
・
県
展
賞
』
が
設
け
ら
れ
と

い
う
こ
と
で
す
。
組
合
員
の
多

く
の
皆
様
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

心
に
残
る

　
　
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト

も
う
一
度
特
選
を



　楽しいこと、悲しいこと
ふたりで乗り切った50年。
新婚時代にはこんなこと
がありました。

　前回ちょっと触れた公衆電話市内通話
3分打切り。
　NTT 西日本のホームページには、『当時、公衆電話からの通話は 10
円で無制限に通話可能でした。そのことにより長電話をする利用者が
いたため、できる限り多くの方に利用していただけるように改定を行
いました。また、公衆電話利用者の市内通話の大半は 3 分以内に通話
が終わっていたことも理由の 1 つです。※現在は 10 円（税込）で通話
できる時間は時間帯や通話区域間の距離等によって異なっています。
時代とともに公衆電話は変わり続けています♪』とあります。
　長電話の主は、皆さんだったかもしれませんね。今考えてみると、
3分打ち切りは、無粋な措置でしたね。
　なお（高知県支部 33 年の歩み）には、『県下では、3 月に一部、残
りは 12月に県下一斉実施されました。』と書かれています。

　楽しいこと、悲しいこと
ふたりで乗り切った50年。
新婚時代にはこんなこと
がありました。

　前回ちょっと触れた公衆電話市内通話
3分打切り。
　NTT 西日本のホームページには、『当時、公衆電話からの通話は 10
円で無制限に通話可能でした。そのことにより長電話をする利用者が
いたため、できる限り多くの方に利用していただけるように改定を行
いました。また、公衆電話利用者の市内通話の大半は 3 分以内に通話
が終わっていたことも理由の 1 つです。※現在は 10 円（税込）で通話
できる時間は時間帯や通話区域間の距離等によって異なっています。
時代とともに公衆電話は変わり続けています♪』とあります。
　長電話の主は、皆さんだったかもしれませんね。今考えてみると、
3分打ち切りは、無粋な措置でしたね。
　なお（高知県支部 33 年の歩み）には、『県下では、3 月に一部、残
りは 12月に県下一斉実施されました。』と書かれています。

金婚さん
いらっしゃい

翌
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
二

月
、
連
盟
は
日
本
軍
の
満
州
撤

退
勧
告
案
を
総
会
で
採
択
、
全

権
大
使
松
岡
洋
右
は
席
を
立

ち
、
日
本
は
連
盟
か
ら
脱
退
し

ま
し
た
。
そ
の
後
日
本
の
軍
部

の
独
裁
が
進
ん
で
ゆ
き
ま
す
。

ま
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
指

導
者
小
林
多
喜
二
が
特
高
の
拷

問
に
よ
り
死
亡
し
た
の
も
二
月

の
こ
と
。

国
際
連
盟
脱
退
に

　

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
六
名
が

生
ま
れ
た
の
は
昭
和
七
年
十
二

月
か
ら
昭
和
八
年
二
月
。

　

今
回
は
、
リ
ッ
ト
ン
調
査
団

の
そ
の
後
の
お
話
。
調
査
団
は
、

満
州
国
の
独
立
は
、
今
後
の
問

題
と
し
て
残
る
が
、
全
否
定
は

し
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
日
本

は
満
州
か
ら
い
っ
た
ん
撤
退
す

る
よ
う
要
求
し
た
。
国
際
連
盟

理
事
会
は
、
そ
れ
を
決
議
し
た
。

1932
&
1933

松岡　洋右

ＮＴＴ労働組合退職者の会  高知県支部協議会ＮＴＴ労働組合退職者の会  高知県支部協議会

〒780－0841
高知市帯屋町2－5－11
☎088－821－3800

FAX 088－873－3313
URL http://nttobkochi.sakura.ne.jp
E－mail taisyoku－kochi@air. ocn. ne. jp

〔事務局常駐日〕毎週月～金曜日の13時～16時の間

きらら保険サービス株式会社

労　連　共　済　本　部

○がん保険
○介護保険

○年金共済《ひろがり》
○こども養育共済

○退職者共済
○退職者生命共済《あいあい》
○退職者生命共済
　《あいあい50》
○医療特約

○疾病共済

●お客様コンタクトセンター
　電　話　０１２０－５９０－２５１
　受付時間　９：００～18：００（平日）
　　　　　９：００～１７：００（土曜）
　　　　　　　※日・祝日は除く

電　話　０３－５２９７－６１７１
受付時間　９：００～１７：３０
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０３－５２９７－６１７３
受付時間　９：００～１７：３０
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８５０－１８４
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８５０－１８４
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８８３－６５２
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く

㈱テルウェル・
ライフアシスト

【ＮＴＴ労組関係の方】
㈱テルウェル・ライフアシスト

【情報労連関係の方】
ＡＩＧエジソン生命

○火  災  共  済（すまいる）
○自然災害共済（おまかせ）
○生  命  共  済（ささえ愛）
○交通災害共済（しぐなる）

○マイカー共済
○車両共済
○自賠責共済

●電通共済生協コールセンター
　電　話　０１２０－２１１－１１４
　受付時間　９：００～１7：３０
　　　　　　　※土・日・祝日は除く

●マイカー共済コールセンター
　電　話　０１２０－３０９－０２８
●自賠責共済専用ダイヤル
　電　話　０１２０－３０９－０４８
　受付時間　９：００～１７：３０
　　　　　　　※土・日・祝日は除く

電　通　共　済　生　協

○情報労連の職場を退職し、退職組合員
　のみに加入された方の各種共済
○まもるくん

電　話　０１２０－１４１－１７５
受付時間　９：００～１７：３０
　　　　※土・日・祝日は除く

ユアサポート株式会社

自転車事故（自損も含む）も警察の事故証明を
とれない場合は、目撃証明を！

（但し、祝・祭日、年末年始・盆休み、当会の行事日は閉鎖します）

退職者の会高知県支部協議会 及び 各種共済の問合わせ先退職者の会高知県支部協議会 及び 各種共済の問合わせ先

消費者ホットライン

架空請求の相談は188（局番なしで）

小　

川　

洋　

功 

様

鶴　

和　

敏　

子 

様

宮　

本　

信　

代 

様

森　

下　

和　

子 

様

寺　

田　

三
和
子 

様

柏　

原　

良　

秀 

様

２
月　

山　

本　

典　

子 

様

初　

田　
　
　

幸 

様

白　

木　

康　

雅 

様

北　

岡　

節　

次 

様

山　

本　

美
千
代 
様

宮　

部　

和　

夫 
様

森　

田　

佐
智
子 
様

高　

橋　

敦　

子 

様

☆
古
希
（
16
件
）

12
月　

敷　

地　

功　

名 

様

お
祝
い

☆
米
寿
（
６
件
）

12
月　

小　

野　

富
美
代 
様

三　

宮　

文　

子 

様

小
笠
原　

多　

規 

様

１
月　

山　

岡　
　
　

好 

様

長　

瀬　
　
　

照 

様

２
月　

森　

本　

治　

子 

様

☆
喜
寿
（
21
件
）

12
月　

岡　

村　

修　

一 

様

山　

下　

福　

恵 

様

宮　

内　

君　

子 

様

田　

村　

信　

子 

様

秦
泉
寺　

昭　

雄 

様

松　

本　

和　

明 

様

１
月　

田　

村　

寿
美
恵 

様

畠　

山　
　
　

博 

様

北　

添　

孝　

裕 

様

浜　

田　

康　

久 

様

福　

本　

義　

隆 

様

谷　
　
　

保　

三 

様

廣　

内　

幸　

子 

様

黒　

萩　
　
　

明 

様

田　

所　

雪　

美 

様

１
月　

武　

政　

洋　

明 

様

２
月　

村　

田　

順　

一 

様

豊　

永　

佳　

代 

様

小　

島　

章
二
郎 

様

山　

本　

三　

男 

様

稲　

垣　

裕　

司 

様

公　

文　

聖　

裕 

様

２
月　

武　

田　

正　

彦 

様

山　

崎　

正　

廣 

様

谷　

本　

淳　

一 

様

藤　

戸　

勇　

輔 

様

松　

浦　

憲　

造 

様

下　

村　

朝　

昭 

様

お
悔
み

★
本
人
死
亡
（
７
件
）

11
月　

川　

﨑　

五
十
子 

様

12
月　

森　

元　

豊　

子 

様

濱　

口　

政　

一 

様

お
祝
い

☆
金
婚
（
15
件
）

12
月　

山　

本　

博　

章 

様

橋　

田　

佳
代
子 

様

岡　

本　

憲　

治 

様

１
月　

岡　

村　

長　

壽 

様

寺　

田　

三
和
子 

様

長　

崎　

陽　

二 

様

猿　

田　

正　

隆 

様

西　

原　

和
與
志 

様

和　

田　

由　

美 

様

１
月　

高　

橋　

正　

臣 

様

池　

上　
　
　

旭 

様

２
月　

安　

岡　

和　

男 

様

　

横　

山　

静　

江 

様

★
配
偶
者
死
亡
（
３
件
）

８
月　

田　

村　
　
　

幸 

様

１
月　

近　

田　

侑　

子 

様

２
月　

小　

野　

富
美
代 

様

◇
交
通
災
害
共
済
（
５
件
）

11
月　

７
万
２
千
円

12
月　

１
０
０
万
円

１
月　

３
２
万
円

◇
火
災
共
済
（
１
件
）

11
月　

３
万
５
千
７
８
９
円

◇
生
命
共
済
（
０
件
）

共
済
等
支
払
状
況

あ
り
が
と
う
制
度（２

０
２
０
年
12
月
〜
２
０
２
１
年
２
月
）

支
部
協
慶
弔
制
度（

２
０
２
０
年
８
月
〜
２
０
２
１
年
２
月
）

死
亡
時
に
事
務
局
へ

ご
一
報
を
お
願
い
し
ま
す

☎
８
２
１
・
３
８
０
０

☎
８
２
１
・
３
８
０
０

お
ね
が
い

お
ね
が
い

［ 3］ NTT労働組合退職者の会 高知県支部協議会 通信
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先
日
か
ら
観
光
イ
ベ
ン
ト
〝
サ

バ
ら
し
き
日
々
〞
が
始
ま
っ
た
。

寒
サ
バ
の
捕
れ
る
季
節
の
イ
ベ
ン

ト
で
、
市
内
の
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、料
亭
で
新
鮮
な
魚
料
理『
鯖

御
膳
セ
ッ
ト
』
が
頂
け
ま
す
。

　

二
月
初
旬
か
ら
半
ば
に
か
け

て
、
定
置
網
に
百
ト
ン
余
り
の

ゴ
マ
サ
バ
と
真
サ
バ
が
毎
日
水

揚
げ
さ
れ
て
い
る
。私
も
早
速
、

港
に
上
が
っ
た
新
鮮
な
鯖
で
姿

寿
司
と
バ
ッ
テ
ラ
を
作
っ
て
み

た
。 

深
層
水
の
塩
で
締
め
、
柚

酢
で
味
付
け
し
、
肉
厚
で
も
っ

ち
り
と
し
た
鯖
寿
司
は
室
戸
の

味
が
し
た
。

〝
自
然
が
財
産
・
人
が
財
産
〞 

〝 

空
と
・
海
と
・ 

水
と
〞

＊̶

＊̶

＊̶

＊̶

＊̶

＊

室
戸
を
見
つ
め
直
し
た
日

山
下
　
福
恵

（
室
戸
市
）

　

一 

月
末
、
地
域
の
女
性
団

体
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
講
師

を
お
願
い
す
る
た
め
、「
む
ろ

と
廃
校
水
族
館
」 

の
館
長
に
お

会
い
し
た
。 

テ
レ
ビ
、 

新
聞
で

お
な
じ
み
の
穏
や
か
な
笑
顔
で

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

二
月
中
旬
、
再
び
訪
問
の
た

め
、
目
的
地
に
向
か
っ
て
い
る

と
、「
む
ろ
と
二
千
本
桜
」
の
、

の
ぼ
り
旗
が
見
え
て
き
た
。
丘

に
上
が
る
と
鮮
や
か
な
桃
色
の

満
開
の
河
津
桜
が
咲
き
誇
っ
て

い
た
。
花
を
愛
で
る
と
は
こ
う

ゆ
う
こ
と
か
と
し
ば
ら
く
見
と

れ
て
い
た
。

　

室
戸
岬
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を

下
っ
て
い
く
と
、
雄
大
な
景
色

が
現
れ
た
。
室
戸
ユ
ネ
ス
コ
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
で
あ
る
。

　

一
，六
〇
〇
万
年
前
海
底
か

ら
隆
起
し
た
鳥
帽
子（
え
ぼ
し
）

岩
、 

ビ
シ
ャ
ゴ
岩
、 

さ
ら
に
一
，

九
〇
〇
万
年
前
の
地
層
が
圧
縮

さ
れ
、
隆
起
し
た
タ
ー
ビ
ダ
イ

ト
層
、
地
球
の
成
り
立
ち
が
不

思
議
で
あ
る
。

　

更
に
行
く
と
巨
大
な
卵
型
の

温
水
プ
ー
ル
が
あ
る
。
海
底
三

千
メ
ー
ト
ル
か
ら
湧
昇
流
と

な
っ
て
湧
き
上
が
る
室
戸
海
洋

深
層
水
、
身
体
に
良
い
と
さ
れ

る
癒
し
の
プ
ー
ル
に
大
勢
の
人

た
ち
が
バ
ス
で
来
て
い
た
。

　

そ
し
て
目
的
地
む
ろ
と
廃
校

水
族
館
に
到
着
、
室
戸
の
海
の

魚
た
ち
が
、
悠
々
と
泳
い
で
い

る
。
定
置
網
に
か
か
っ
た
エ
イ
、

サ
メ
、
鯖
、
亀
等
、
港
か
ら
水

族
館
へ
の
魚
の
移
動
は
、一 

分
、

二
分
を
争
う
作
業
だ
そ
う
だ
。

　

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
気
持
ち
に

さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
鮮
や
か
な

青
色
を
し
た
沢
山
の
鯖
、サ
メ
、

鰤
（
ぶ
り
）、
亀
が
家
族
の
よ

う
に
仲
良
く
泳
い
で
い
る
光
景

は
人
問
の
世
界
も
こ
う
で
あ
れ

と
、
思
っ
た
。

コ
ロ
ナ
下
の
入
院
・
手
術

松
丸
　
純
二

（
高
知
市
）

　

一
昨
年
の
十
二
月
、
妻
が
人

間
ド
ッ
ク
を
受
け
た
。
そ
の
時

左
肺
に
気
に
な
る
影
が
あ
る
の

で
詳
し
く
診
て
も
ら
う
事
に

な
っ
た
。

　

Ｃ
Ｔ
を
撮
っ
て
も
ら
う
が

ハ
ッ
キ
リ
し
た
診
断
が
出
来

ず
、
少
し
経
過
を
見
る
こ
と

に
。
二
か
月
後
に
も
う
一
度
Ｃ

Ｔ
を
撮
っ
て
も
ら
う
と
、
影
の

大
き
さ
に
変
化
が
見
ら
れ
な
い

の
で
、
が
ん
の
疑
い
が
六
割
く

ら
い
あ
る
と
の
こ
と
。

　

本
来
な
ら
す
ぐ
に
検
査
入
院

し
て
白
黒
判
断
し
て
く
れ
る
の

だ
ろ
う
が
、
丁
度
新
型
コ
ロ
ナ

の
緊
急
事
態
下
に
あ
り
、
入
院

し
て
の
生
体
検
査
は
コ
ロ
ナ
感

護
師
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

　

因
み
に
自
分
も
八
年
前
に
同
じ

肺
が
ん
を
患
っ
て
い
る
。
妻
と
同

じ
病
院
で
同
じ
先
生
方
に
診
て
も

ら
っ
た
が
、
そ
の
時
は
、
が
ん
の

診
断
か
ら
十
日
後
に
入
院
・
手
術

と
い
う
流
れ
で
あ
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
普
通
の
生

活
が
一
日
も
早
く
戻
る
こ
と
を

祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

染
の
リ
ス
ク
が
大
き
す
ぎ
る
と

の
こ
と
で
、
し
ば
ら
く
様
子
見

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
間

の
妻
は
さ
ぞ
不
安
な
気
持
ち
で

あ
っ
た
ろ
う
。

　

そ
れ
か
ら
四
ヶ
月
、
少
し
コ

ロ
ナ
も
落
ち
着
い
た
頃
や
っ
と

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
。結
果
は
ク
ロ
・
癌
で
あ
っ
た
。

　

即
入
院
・
手
術
か
と
思
い
き

や
、
そ
こ
か
ら
ま
た
二
ヶ
月
ほ

ど
待
っ
て
、
や
っ
と
手
術
が
出

来
た
。
九
月
の
中
旬
で
あ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ス
等
で
報
じ
ら
れ
て

い
る
「
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、
普
通

の
病
気
の
患
者
の
本
来
助
か
る

は
ず
の
命
が
助
け
ら
れ
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
」
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“地球”からのメッセ一ジ
　フランスの教育者（クーベルタン）は、スポ－ツの普及に
よる世界平和をめざして、古代オリンピア競技の復活に力を
尽くした。宗教、人種、政治に影響されないスポ一ツ大会を
オリンピックの目的とした理想が、参加を重視するこの言葉
にこめられている。
　しかし、現代はオリンピックをいろんな目的に利用してい
るように思うのは私だけでしょうか。
　東京五輪は招致を成功させるため、東北大震災直後の事で
もあり、「復興」オリンピックと名称を付け2020年の開催
を勝ち取りました。しかし震災後10年経った今、東北はど
うでしようか。「原発」事故現場は復興する事も、廃炉にす
る事も出来ない状態ではないですか。このままオリンピック
を開催すれば日本の大ウソとなります。さりとて、日本だけ
で中止にする事も出来ず困っているところに、丁度「コロナ」
が世界中に蔓延し、世界の国々からの参加が不可能の状態に
なっているのを機会に中止を決定してはどうかと思います。
　私は、「コロナ」が世界中に蔓延した時点で、オリンピッ
ク中止 =「コロナ」収束と答えをだしていました。（結果は
どうなるかな ?）
　「原発」建設当初は「安全」が神話（今では大きな、大き
なウソ）となり、日本中で（窪川の候補地は無くなり）稼働
されてきました。東北震災後は「原発」廃炉、代替え工ネルギー
建設を検討しているようです。が、あ
まりにもスピ一ド感がなさ過ぎ、これ
では地球の『モウ耐えられん』の声が
聞こえて来るように思われます。
　また近年、集中豪雨、海面上昇は地
球温暖化が主な原因だと判明している
のに、日本の取り組みが一番遅れてい
るから、『こんなに知らしても解らないのか』と地球の大声
が聞こえてきます。
　地球上の人間は一日も早く地球の救世主とならなければな
らない。　　　　　　　　　　　　　　　　＜上田　章夫＞

ニキビ肌用
　ドラッグストアで、安くて良い化粧品を探そうとあれこれ見て
いると、「何かお探しですか？」と店員さん。「これが良いかと」
と手に取ると「お嬢さんがお使いですか」「いいえ、私が使うん
です。」「それ乾燥しますよ。十代のニキビ肌用です。」と言われ
た。知らずに買って使い続けていたら、日照り続きでヒビ割れた
田んぼのようなお肌になっていたかも…。　　  〈増吉　紀久枝〉

ウ フ フ
　ウォ－キング中「おはようございます」の挨拶とともに自
転車で追い抜いて行く学生さん。車で右折時、歩行者を待っ
ているとお辞儀をしながら小走りに渡る人。何気ない仕草に
気持ちが和む。私もマスク越しに微笑みながら会釈している。
　今日一日何か良いことがありそうな予感と共に。

〈渡辺　資恵〉

「桜並木の土手が復活」
　ウォーキングルートにしている中筋川土手沿いに植えられた
桜が竹や草木が茂り、また蔦が木を覆って無残な状態でした。
故郷創生資金を活用し宿毛市のシンボルとして市内各地植え
られた桜でした。やっと昨年12月に河川整備工事として土手
が整備され桜並木が復活しました。春～よ来い！早～く来い！

〈武田　金人〉
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